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演習林研究報告第 2号発刊によせて

本年も本学演習林技官の仕事の履歴のまとめである原稿が多数集まった。いずれも大変

ユニークな優れた作品である。ところで、昨年1994年の秋に行われた仕事のうちには、京都大

学演習林の全職員の協力のもとに行われた技術職員研修があった。この研修では、本学演習林

の施設の不備から、宿舎などの点で参加者の皆様にずいぶんと不愉快な思いをさせてしまった。

しかし、当代随一の森林保護の専門家である古野東洲、北山林業宗家の岩井吉禰、作業道作り

ではその右に出る人はいないと言われる、天皇杯技術者の大橋慶三郎の 3先生を迎えて行われ

た講義と実習の内容は、現在設定できる最高のものであったと考える。この研修のメイン

テーマであった作業道設計については、大橋氏の絶妙の講義と指導によって、参加者に作業道

技術の芽生えを生じさせると同時に、将来の演習林経営に新たな夢を与えられたのではないか

と期待される。 3先生に心から謝意を表したい。

そのようなわけで、本号は「技術職員研修を終えて」を巻頭に置く。本文は研修の内容につ

いて要領よくまとめられたものであり、研修の記録としてはもとより、路網作りの参考資料と

してもたいへん優れたものである。この研修を企画実行し、このまとめを書いた、中井 勇、

牧瀬明弘、石原寛ー 3技官の労を多とする。演習林職員全員の協力に感謝するとともに、ご参

加いただいた山形、新潟、北海道（和歌山）、日本、静岡、高知、愛媛の各大学演習林および参

加者の皆様に、深く感謝の意を表したい。

技術職員研修に余りにも字数を費やしてしまったが、御投稿いただいた数々の文をここに掲

載し、本演習林職員の活動の記録を留めることができることを無情の喜びとし、今後の益々の

発展を祈念するものである。

平成7年3月

京都大学農学部附属演習林長

神崎康一
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